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1.　 わが国で現在 増加 している肥 満児が， 将来成 人に

至 るまで肥満をもち越 すであろ うか， また小児期からの

肥 満が， 成人病とどの程度関連があるものであろ うか。

肥 満児が小児保健上，社会上 の問題 となっ てから，未 だ

10 年 に満たず，結 論をみ る に 至っ てい ない。欧米 の文

献 によれば，小児 期に発症し た肥 満は治療 に対し て抵抗

性 が強い し，早 期に始 まるほど予 後が不良 であるとい わ

れ てい る。 わが国 に於 て肥満児 が如何 なる傾向を辿 るか

は，興味 ある且つ重 要な課題 と思われる。

2. 昭 和40 年以降，私 の取扱っ た肥 満児およそ400

例 のうち，1 年以上経過 を追求 し得 た も の を対象 とし

た。家庭養育環境 の 調 整 とし て，1)正しい健康観 の確

立，2)育児 態度 の反省,  3)運動制限を とくこ と，4)食 べ

るこ とへ の集 中を とくこ と， などを説 き，食餌は低 カロ

リ- ，高蛋白質，低含水炭素， 中等度脂肪食 とし，小児

の発育を考慮 に入 れた上，年令 と肥満度 に応じ てそれぞ

れ指示を与えた。

3.　対象 のほぼ1/3 は，肥満状態 が持続し てお り> こ

れ等 の症例 でぱ やせた くない" と主張 し て い るもの

や，肥満 の及ぼす影響を説い ても無関心でい るものが多

く みられた。軽度肥満 のものは，高 度肥満 のものに比 べ

て治療効果 が良好 であ る。


